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論 文 内 容 の 要 旨 







考えた。そしてこの仮説を V1 野より高次である V4 野において検証した。サルに注視課題を行わせ、V4 野から単一
神経細胞の活動を細胞外電位記録法により記録した。ランダムドットステレオグラム（RDS）を用いて各細胞の両眼





めの情報処理に含まれることが示唆された。また V4 野における両眼立体視の奥行き表現は、V1 野での表現とは異な
り空間周波数成分に依存せず、より奥行き知覚に相関していることが示唆された。 
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 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 







のではないかという仮説を高次視覚領野のひとつ V4 野において検証した。サルに注視課題を行わせ、V4 野から単一
神経細胞の活動を細胞外電位記録法により記録した。ランダムドットステレオグラム（RDS）を用いて各細胞の両眼





ることが示唆された。また V4 野における両眼立体視の奥行き表現は、V1 野での表現とは異なり空間周波数成分に依
存せず、より奥行き知覚に相関していることが示唆された。以上の結果は、両眼立体視の脳内機構の理解を大きく進
めるものであり、博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
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